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福井県民等しく待ち構えて

いた越美北線は、いよいよ明

年10月から南福井～西勝原間

の営業運転を開始する予定と

なりました。

　

6月25日までに哨福井から

花山ずい道までの軌道工事が

進み、工事用の機関車は花山

ずい道をくぐり抜け、大野市

にはいりました。

　

工事はさらに一日160メー

トノレ軌道工事が進み、七月中

には大野駅までの線路敷設工

事が終る予定になっています

　

待ちどおしい越美北線の状

況を、国有鉄道岐阜工事局大

野工事区長の竹森清治さんに

お訪ねしてみました。

本
年
度
の
予
算
は

三
億
一
千
万
円

　

本
年
度
の
予
算
額
は
三
億
一
千

万
円
で
美
山
村
縫
原
か
ら
大
野
駅

ま
で
の
軌
道
工
事
と
、
大
野
駅
の

改
良
工
事
や
柿
が
島
～
西
勝
原
図

の
路
岸
工
事
の
一
部
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

大
野
駅
か
ら
西
防
原
図
の
軌
道

工
事
は
、
約
六
ヵ
月

を
要
す
る
見
込
で
、

冬
期
間
の
降
雪
が
少

な
け
れ
ば
大
野
駅
か

ら
西
勝
原
間
の
軌
道

工
事
（
線
路
を
敷
く

工
事
）
は
予
定
よ
り

早
く
な
る
も
の
と
予

想
し
て
い
ま
す
。

　

真
名
川
鉄
橋
架
設

工
事
は
（
菖
蒲
池
地

籍
と
川
野
地
籍
を
結

ぶ
）
約
四
〇
日
間
、

九
龍
竜
第
一
鉄
橋
の

架
設
工
事
（
下
唯
野

地
籍
と
柿
が
島
地
籍

を
結
ぶ
）
は
三
十
日

間
同
、
第
二
鉄
橋
（

柿
が
島
地
籍
と
西
じ

原
地
籍
を
結
ぶ
）
は
約
五
十
日
間

か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

客
車
は
一
日
に
十
二
往
復

南
福
井
～
大
野
間
は
五
〇
分
で

　

溺
福
井
～
西
味

原
間
の
営
業
運
転

は
明
年
十
月
か
ら

の
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
明
年
十

月
に
は
運
輸
大
巨

ま
た
は
同
代
理
、

国
鉄
総
裁
な
ど
が

見
え
て
、
盛
大
に

開
通
式
が
行
わ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

営
業
運
転
が
行
わ
れ
れ
ば
、
最

初
の
う
ち
は
一
日
十
二
往
復
の
予

定
で
、
朝
九
時
か
ら
午
後
八
時
ま

で
、
二
輛
仕
立
の
ジ
ー
ゼ
ル
カ
ー

を
運
転
1
、
貨
物
列
車
は
蒸
気
機

関
車
で
、
随
時
運
転
す
る
こ
と
に

な
る
そ
う
で
す
。

　

岡
福
井
～
西
脳
原
間
の
運
転
時

間
は
約
一
時
間
十
分
で
、
大
野
～

溺
隔
井
間
は
約
五
十
分
で
運
転
す

る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

来
年
度
か
ら
朝
日
～
西

勝
原
間
の
路
床
着
工

　

溺
福
井
～
西
5
原
間
の
工
事
が

完
成
す
る
と
三
十
五
年
度
か
ら
西

5
原
？
朝
日
間
の
路
床
工
事
に
着

手
す
る
よ
う
で
す
が
、
災
越
電
源

開
発
の
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
関

係
で
、
確
定
し
た
計
画
が
た
て
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

西
勝
原
～
朝
日
間
の
工
事
費
は

十
六
億
二
千
万
円
と
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

（
写
真
は
上
、
砂
利
運
搬
作
業
＝

花
山
峠
・
計
石
地
籍
、
下
、
線
路

敷
設
工
事
＝
尾
永
見
地
籍
）

市
総
合
体
育
大
会

7
月
1
9
日

　

大
野
市
体
育
協
会
の
主
催
で
行

ぎ
わ
れ
る
大
野
市
総
合
体
育
大
会
は

七
月
十
九
日
午
前
八
時
か
ら
下
庄

中
学
校
と
小
学
校
の
二
会
場
で
開

か
れ
ま
す
。

　

1
加
者
は
青
年
団
、
婦
人
会
、

一
般
の
方
々
で
競
技
種
目
は
次
の

と
お
り
で
す
。

陸
上
競
技
一
般
、
婦
人
会
、
青

　
　
　
　
　

年
団

バ
レ
ー
青
年
口
、
婦
人
会
（

　
　
　
　
　

六
大
制
）

卓
球
青
年
団

柔
道
一
般

相
撲
青
年
団

中
元
資
金
に

一
千
万
円
を
預
託

　

市
で
は
今
度
中
小
企
業
の
中
元

資
金
と
し
て
、
一
千
万
円
を
大
野

信
用
金
庫
へ
預
託
し
、
六
月
二
十

九
日
か
ら
九
月
二
十
六
日
ま
で
の

三
ヵ
月
間
一
口
最
高
二
十
万
円
ま

で
貸
付
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

　

利
率
は
日
歩
二
銭
七
厘
で
す
。

希
望
の
方
は
保
証
人
二
名
を
つ
け

て
信
用
金
庫
へ
申
込
ん
で
下
さ
い

市
役
所
の
人
事
異
動

七
月
一
日
付

　

市
農
場
の
怖
備
充
実
を
機
会
に

次
の
よ
う
に
一
部
職
員
の
異
勁
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
カ
ツ
コ
内
政
旧

任
）

　

農
場
庶
務
係
長
多
田
登
（
総
務

課
）
総
務
課
石
蔵
一
郎
（
保
健
課
）

小
林
時
彦
（
新
採
用
）
税
務
課
加
藤

詣
（
民
生
課
）
民
生
課
前
旧
正
従
｛

総
務
課
｝
保
健
課
保
健
婦
圧
賄
美

子
（
新
採
用
）
由
本
降
男
へ
新
べ
用
）

農
場
（
阪
野
良
治
（
農
務
課
）
北
阪

敬
一
（
農
務
課
）
大
介
清
言
出
門
（

新
採
用
）
石
田
じ
ゆ
ん
（
総
務
課
）

富
田
出
張
所
松
原
定
子
（
保
健
課
）

阪
谷
出
張
所
山
中
玄
降
み
…
田
出

張
所
）
退
職
山
田
宗
画
へ
阪
谷
出
張

所
）

風
見
鶏

▼
需
要
者

の
要
求
で

自
動
車
は

極
度
に
大
型
化
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク

も
叉
重
量
化
し
た
。
し
か
し
路
面

だ
け
は
相
変
ら
ず
の
態
で
、
お
義

理
に
も
雨
期
に
は
と
て
も
歩
け
な

い
。
自
動
車
の
ド
ロ
よ
け
は
な
い

し
、
7
ピ
ー
ド
は
郊
外
で
は
野
放

し
で
あ
る
。
▼
交
通
事
故
の
多
い

の
も
当
然
。
よ
く
新
聞
に
出
る
無

免
許
運
転
、
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
な

ど
は
事
、
人
命
に
関
す
る
こ
と
だ

け
あ
っ
て
厳
重
に
抗
議
す
べ
き
だ

し
、
刑
罰
も
重
く
し
て
然
る
べ
き

だ
。
▼
話
が
と
ん
だ
横
道
に
入
っ

た
が
、
実
は
道
路
を
よ
く
し
よ
う

と
呼
び
か
け
た
い
の
が
本
心
で
あ

る
。
▼
昔
の
人
は
も
の
の
道
理
を

、
浦
ド
と
名
づ
け
た
。
人
生
こ
れ
道

で
あ
る
。
道
な
く
し
て
人
生
は
ホ

め
な
い
こ
と
を
言
い
得
て
妙
で
あ

る
。
現
実
の
道
路
愛
護
は
乗
物
の

ハ
ン
ラ
ン
で
市
民
か
ら
薄
ら
ぎ
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
文
明
の

利
器
は
利
川
す
る
に
し
く
は
な
い

が
、
そ
の
裏
づ
け
は
極
め
て
必
要

だ
。
▼
大
野
市
迅
は
総
代
長
五
十

三
万
K
m
。
大
野
か
ら
岡
山
ま
で

に
当
る
。
こ
れ
の
修
繕
維
持
費
は

嶋
り
よ
う
と
合
せ
て
六
百
三
十
四

万
二
千
円
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
だ
け

で
ま
か
な
え
る
と
は
決
し
て
考
え

ら
れ
な
い
。
県
道
と
市
道
の
区
別

な
く
自
動
車
も
人
も
お
一
1
い
気
を

つ
け
て
、
道
路
を
愛
さ
ね
ば
珀
は

断
た
れ
る
。
七
月
は
全
国
行
路
愛

護
月
間
に
な
っ
て
い
る
。
七
月
三

十
日
、
新
し
い
意
味
で
道
路
愛
護

奉
仕
を
し
た
ら
如
何
？



大野市発展のいしずえ

123
ヘ
クタ
ー
ル

の
美
田
が
生
れ
る

キ
ツ
ネ
が
I
、
〇
〇
〇
匹
、
塚

が
I
、
〇
〇
〇
基
、
小
道
が
I

○
○
○
本
と
い
わ
れ
た
広
い
塚

原
野
が
今
、
大
型
ブ
ル
ト
ー
ザ

一
三
台
で
肥
よ
く
な
美
田
に
替

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

富
田
発
電
所
の
建
設
で
、
塚
原

野
の
高
台
に
貯
水
そ
う
が
で
き

た
の
が
き
つ
か
け
で
塚
原
開
拓

に
着
目
し
ま
し
た
。
今
秋
ま
で
に

は
、
五
三
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
五
三

・
七
町
歩
）
の
美
田
が
造
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
栗
原
開
拓
で

は
同
時
期
に
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開

田
が
完
成
し
、
田
園
に
恵
ま
れ
た
大

野
市
に
、
さ
ら
に
一
二
三
ベ
ク
タ
ー

片
の
美
田
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

（開墾に活躍するブルトーザ）

引
揚
者
の

国
庫
債
券
を
買
上
げ

　

引
揚
者
給
付
金
支
給
法
に
ょ
っ
て

六
月
一
日
か
ら
、
国
庫
債
券
を
政
府

が
買
上
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
買
上
は
、
引
揚
者
で
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
世
帯
と
、
こ
れ
に

準
ず
る
世
帯
、
母
子
世
帯
、
高
齢
者

に
摘
用
さ
れ
る
も
の
で
、
一
世
帯
当

り
最
高
五
万
円
ま
で
と
し
て
、
一
定

の
範
囲
内
で
買
上
さ
れ
ま
す
。
手
続

や
く
上
わ
し
い
こ
と
は
、
市
の
民
生
課

へ
ご
相
談
下
さ
い
。

市民の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

黒
字
に
な
っ
た
市
の
財
政

　

昭
和
二
十
九
年
七
月
大
野
市
が
発

足
し
た
年
に
、
い
ろ
い
ろ
の
仕
事
を

し
た
た
め
に
三
千
八
百
二
十
七
万
一

千
円
の
支
出
超
過
、
即
ち
赤
字
が
出

た
こ
と
は
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
赤
字
を
な
く
す
る
た

め
に
は
①
政
府
か
ら
お
金
を
借
り

て
毎
年
か
え
し
て
い
く
か
②
市
自

身
が
計
画
を
立
て
て
赤
字
を
少
く
し

て
い
く
か
、
二
つ
の
方
法
か
お
り
ま

す
が
、
当
市
は
②
の
方
法
で
、
昭
和

三
十
一
年
度
か
ら
五
ヵ
年
間
で
な
く

す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
こ
の
計

画
を
目
主
財
政
再
建
計
画
と
い
い
ま

す
。

　

市
の
財
政
に
赤
字
が
あ
り
ま
す
と

学
校
を
建
て
た
り
、
道
路
を
作
っ
た

り
、
橋
を
か
け
た
り
、
公
営
住
宅
を

た
て
た
り
す
る
と
き
国
か
ら
資
金
を

借
り
る
の
に
い
ろ
い
ろ
と
制
限
さ
れ

ま
す
の
で
、
一
年
で
も
早
く
こ
の
赤

字
を
な
く
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
い
ろ
い
ろ
と
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
三
年

度
の
決
算
で
は
こ
の
赤
字
が
全
部
解

消
し
て
、
な
お
六
〇
万
円
位
の
黒
字

と
な
る
見
込
で
す
。

　

最
初
の
予
定
よ
り
こ
ん
な
に
早
く

解
消
で
き
た

の
は
、
ほ
ん

と
う
に
よ
ろ

こ
ば
し
い
こ

と
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
心

か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。

人野多財蹴の

　　

t寥岬丿抑

慰
安
旅
行
は
止
め
て

環
境
衛
生
の
浄
化

市
民
の
明
る
い
動
き

阪
谷
地
区
婦
人

会
五
二
五
人
は

力
と
ハ
エ
の
い

な
い
美
し
い
環

境
を
作
ろ
う
と

全
員
が
申
し
合

せ
て
、
こ
れ
ま

で
毎
年
続
け
て
き
た
、
田
や
す
み
の

慰
安
旅
行
を
止
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
充
て
ら
れ
て
い
た
三
万
円

の
経
費
を
、
力
や
ハ
エ
の
駆
除
費
に

振
り
当
て
る
こ
と
を
決
め
て
。
六
月

二
十
二
日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
っ
て

協
同
で
六
二
〇
戸
全
戸
の
薬
剤
散
布

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
中
に
あ
と

二
回
繰
り
返
さ
れ
る
計
画
が
た
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

力
と
ハ
エ
の
い
な
い
住
み
良
い
村

を
作
る
た
め
に
、
今
後
三
年
間
継
続

し
て
薬
剤
散
布
を
行
う
目
標
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
じ
よ

う
費
を
節
約
し
て
美
し
い
村
を
作
る

明
る
い
市
民
の
息
吹
が
、
こ
こ
に
も

見
ら
れ
て
た
の
も
し
い
限
り
で
す
。

市
の
発
展
に
尽
く
し
た

七
区
と
二
十
名
を
表
彰

　

七
月
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
大
野

公
民
館
ホ
ー
ル
で
市
制
六
周
年
記
念

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
式
場

で
大
野
市
発
展
の
た
め
に
貢
献
の
あ

つ
た
次
の
七
区
と
二
十
名
を
表
彰
し

て
、
多
年
の
功
績
と
労
苦
に
報
い
ま

し
た
。

［
団
体
表
彰
］

○
優
良
納
税
貯

　

蓄
組
合

　

太
田
、
上
舌

　

七
間
区

○
優
良
国
民
健

　

康
保
険
納
税

　

貯
蓄
組
合

　

七
間
保
険
区

○
優
良
環
境
衛

　

生
、
生
活
改

　

善
区

宝
慶
寺
、
中
津
川
、
柿
が
島

　

「
個
人
表
彰
」

○
自
治
功
労
者

　

山
川
美
代
治
（
柿
が
島
）

○
長
年
区
長
勤
続
功
労
者

　

岩
田
弥
作
（
寺
上
）
、
中
村
甚
蔵
（

　

上
荒
井
）
、
前
田
庄
三
郎
（
佐
開
）

　

土
川
豊
（
新
町
）

○
優
良
勤
続
者
（
三
十
年
）

　

山
本
田
左
衛
門
（
上
舌
）

○
優
良
寮
母

　

桶
し
ず
（
春
日
野
）

○
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
長

　

清
水
貝
助
（
春
日
三
区
）

○
優
良
国
民
健
康
保
険
事
業
の
協
力

　

者
、
保
険
税
納
期
完
納
協
力
者

　

前
田
研
蔵
（
横
）

○
郷
土
史
研
究
功
労
者

　

斎
藤
秀
助
（
昭
和
）

○
教
育
功
労
者

　

田
中
末
六
（
中
荒
井
）

○
優
良
教
育
者

　

大
家
勝
見
（
千
年
）

○
優
良
校
医

　

白
崎
有
（
四
番
）
辻
稔
（
四
番
）

○
農
地
造
成
功
労
者

　

尾
崎
弥
右
衛
門
（
横
下
）

○
優
良
農
事
改
良
者

　

高
津
与
兵
衛
（
上
舌
）
、
牛
島
政
栄

　

（
牛
が
原
）

○
商
工
業
振
興
功
労
者

　

松
田
確
太
郎
（
四
番
）

○
木
炭
技
術
改
良
功
労
者

　

下
河
和
佐
吉
（
削
六
呂
師
）

○
氷
年
消
防
勤
続
功
労
者
（
三
十
八

　

年
）

　

北
川
万
吉
（
菖
蒲
池
）

　

（
写
真
は
表
彰
の
I
コ
マ
）

印
鑑
届
と
印
鑑
証
明
は

　

印
鑑
届
を
な
さ
れ
る
方
は
必
ず
本

人
が
市
役
所
へ
来
て
届
け
て
下
さ
い

印
鑑
証
明
を
受
け
た
い
方
は
自
分
で

こ
ら
れ
る
か
、
委
任
状
を
持
っ
て
き

て
下
さ
い
。
止
む
を
得
ぬ
場
合
は
本

人
か
ら
係
へ
直
接
電
話
で
申
込
ん
で

下
さ
い
。



にぎやかに大野まつり
市制六周年を祝う大野まつりは6月28日から六日闇

夜の大空に打揚げる二百発の花火に一きわお祭気分

を盛上げ、あたかも大野市の前途を見守るかの様に

静かに多彩な行事の幕をとじました。

（上、銀座子供会の踊り・左、花火）

有
終
西
小
学
校

第
三
期
工
事
に
着
工

　

採
光
、
通
瓜
、
耐
づ
、
耐
震
、
皆

生
加
設
な
ど
、
近
代
建
築
の
粋
を
集

め
て
造
ら
れ
る
有
終
凹
小
学
校
の
新

築
工
事
は
総
工
費
七
千
五
い
目
五
十

万
円
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

建
に
建
ち
・
替
る
こ
と
に
な
り
、
第
一

期
、
第
二
期
工
事
を
終
え
、
い
よ
い

よ
最
後
の
第
三
期
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
パ
則
工
事
は
総
工
1
賞
二
千
七

回
九
十
二
万
円
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

上
二
階
建
。
延
入
門
八
八
平
方
メ

ー
ト
ル
、
木
造
平
屋
建
一
八
二
平
方

メ
ー
ト
ル
の
附
図
屋
が
で
き
、
普
通

教
室
十
一
、
特
別
放
室
（
音
楽
室
）

一
室
、
渡
廊
下
、
生
徒
入
口
玄
関
が

造
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

竣
工
は
明
年
三
月
の
予
定
で
す
。

建
物
の
制
限

駅
東
区
画
整
理
区
域
内
で
は

　

駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
が

六
月
十
日
付
で
認
可
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
の
事
業
が
完
了
す
る
ま
で
は

計
画
区
域
内
（
上
神
明
、
中
神
明
。

下
神
明
、
寺
、
中
荒
井
。
中
狭
）
の

地
籍
の
方
は
、
次
の
市
が
ら
に
つ
い

て
は
、
必
ず
事
前
に
市
長
に
届
け
て

下
さ
い
。

1
区
画
整
理
事
業
を
行
う
の
に
障
害

　

と
な
る
土
地
の
形
質
二
心
目
二

　

形
）
を
変
更
す
る
場
合

2
建
物
や
、
そ
の
他
の
工
作
物
を
新

　

築
、
ま
た
は
改
築
、
削
築
す
る
場

　

合
ろ
政
令
で
定
め
る
移
動
が
容
翁
で
な

　

い
物
件
の
設
置
、
ま
た
は
た
ト
積

　

を
行
う
場
合

1
4
議
案
を
可
決

市金庫の設置等

第
C
O
回
定
例
市
議
会

第
三
十
五
回
定
例
市
議
会
は

六
月
三
十
日
午
前
十
一
時
三

十
分
か
ら
下
庄
出
張
所
で
開

か
れ
ま
し
た
。
会
期
は
七
月

四
日
ま
で
の
五
日
間
に
決
め

　

一
般
会
計
の
追
加
更
正
予
算
六
百
八

万
九
百
円
を
含
む
十
四
議
案
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

△
議
案
第
四
十
三
号
昭
和
三
十
四

　

年
度
大
野
市
一
般
会
計
追
加
更
正

　

予
算
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
財
産

　

売
払
代
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料

　

国
庫
補
助
金
。
県
補
助
金
、
寄
附

　

金
な
ど
六
百
八
万
九
百
円
で
す
。

　

歳
出
、
議
会
費
、
市
役
所
費
、
消

　

防
費
、
教
育
費
、
社
会
及
び
労
働

　

施
設
費
、
保
育
新
建
設
費
、
産
業

経
済
費
、
財
産
費
、
諸
支
出
金
な

ど
六
百
八
万
九
百
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

△
議
案
第
五
十
三
号
大
野
市
農
場

　

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

田
園
都
市
と
し
て
発
展
す
る
た
め

　

農
場
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
新
し

　

い
農
業
経
営
の
指
針
と
す
る
た
め

　

農
政
と
農
業
技
術
の
二
本
立
と
し

　

て
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

△
議
案
第
五
十
六
号
大
野
市
金
庫

　

の
設
置
に
つ
い
て
市
に
属
す
る

　

現
金
の
出
納
の
た
め
、
金
庫
を
設

置
し
て
こ
の
取
扱
い
を
大
野
信
用

金
庫
及
び
福
井
銀
行
に
お
い
て
な

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
外
大
野
市
区
長
会
よ
り
出
さ

れ
た
巾
営
病
院
の
建
設
等
、
十
数

件
の
陳
情
請
願
1
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
関
係
翁
員
会
で
回
議
さ

れ
、
誠
づ
を
も
っ
て
今
後
善
処
す

る
こ
と
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

Emg

分
収
造
林
の

お
す
す
め

　

造
林
に
よ
っ

て
木
材
の
増
産

を
図
り
、
国
土
の
荒
れ
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
分
収
造
林
特
別
措
置
法
が

他
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
植
休
を
す
れ
ば
充
分
に

成
育
す
る
土
地
を
持
っ
て
い
て
も
、

い
ろ
い
ろ
の
都
合
で
造
林
が
で
き
な

い
人
（
土
地
所
有
者
）
と
、
資
金
や

労
力
が
あ
っ
て
も
、
土
地
が
な
い
た

め
造
林
で
き
な
い
人
（
費
用
負
担
者

）
が
契
約
を
結
ん
で
造
林
し
、
成
長

後
木
材
を
売
っ
た
時
の
収
益
を
分
け

あ
う
目
的
の
造
林
を
い
い
ま
す
。

　

分
収
造
林
を
行
う
に
は
、
必
ず
造

林
契
約
（
収
益
の
歩
合
に
つ
い
て
）

を
結
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
分

収
造
林
に
は
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、

資
企
は
長
期
間
低
利
で
借
る
こ
と
が

で
き
、
伐
犯
期
に
売
却
し
た
時
の
収

益
に
対
す
る
税
金
も
安
い
な
ど
の
恩

典
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
契
約
の
世
話
は
県
の
林
務

課
で
行
な
い
ま
す
。
契
約
者
間
の
厄

介
な
紛
争
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
知

事
が
あ
つ
せ
ん
い
た
し
ま
す
か
ら
、

希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
市
の
林
務

課
か
、
県
の
抹
業
指
。
斗
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

夏
に
多
い
犯
罪

▲
暑
い
季
節
に
は
戸
締
り
が
お
ろ
そ

　

か
に
な
り
ま
す
。
夜
寝
る
と
き
は

　

も
う
一
度
戸
締
り
を
確
か
め
ま
し

▲
女
に
対
す
る
犯
罪
が
多
く
な
り
ま

　

す
。
外
か
ら
す
き
見
の
で
き
る
部

　

屋
で
の
侃
寝
や
、
夜
の
一
人
歩
き

　

け
ば
け
ば
し
た
服
装
は
で
き
る
だ

　

け
さ
け
ま
し
よ
う
。

▲
水
難
事
故
が
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

　

率
冰
は
必
ず
泳
ぎ
の
で
き
る
責
任

　

者
の
指
導
に
よ
り
、
指
定
の
場
所

　

で
し
ま
し
よ
う
。

A
玩
具
用
花
火
を
使
う
時
期
と
な
り

　

ま
し
た
。
子
に
に
が
危
険
な
花
火
を

　

使
わ
な
ト
か
、
持
っ
て
い
る
花
火

　

や
9
巾
を
見
て
や
り
ま
し
よ
う
。

（
大
野
警
察
署
）

昭
和
弘
年
度
米
作

日
本
」
審
査
委
員

　

大
野
地
区
大
会
の
審
査
委
員
を
次

の
様
に
委
嘱
し
た
。

委
員
委
員
長

小
林
武
雄
、
久
保
田
涵
四

郎
、
内
田
寿
明
、
幾
は
私

大
、
宮
本
則
行
、
奥
村
幸

雄
、
辻
守
則
、
林
庄
一
郎

神
谷
敏
示
、
島
田
則
夫
、

北
川
正
之
、
高
橋
進
、
三

木
問
令
、
花
山
長
右
衛
門

涌
井
良
大
郎

国
家
公
務
員

初
級
採
用
試
験

　

三
十
四
年
度
、
一
般
、
郵
政
、
税

務
職
員
と
電
気
、
土
本
、
農
業
、
林

柴
技
術
職
員
の
初
級
採
用
試
験
が
十

月
四
目
に
行
な
わ
れ
ま
す
か
ら
、
昭

和
十
一
年
四
月
二
日
？
十
七
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
、
受
験
希

望
の
方
は
、
七
月
六
日
？
八
月
十
二

日
ま
で
に
、
人
事
院
名
古
屋
地
方
事

務
所
（
名
古
屋
巾
中
区
絹
外
堀
町
六

ノ
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
・



田
園
都
市
の
シ
ン
ボ
ル

大
野
市
農
場

　

本
年
度
は
、
森
広
市
政
の
第
一
歩

を
踏
み
だ
し
た
年
度
で
あ
り
ま
す
。

　

施
政
の
目
新
し
い
も
の
と
い
い
ま

す
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
が
お

か
れ
た
こ
と
、
市
民
福
祉
の
向
上
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
市
民
サ
ー
ビ
7
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
商
工
市
民
課
が
四
月
一
日
に

発
足
し
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
力

を
注
い
で
い
る
こ
と
が
い
わ
れ
ま
す

　

次
に
七
月
一
日
に
は
、
市
条
例
に

大
野
市
農
場
の
設
置
条
例
が
設
け
ら

れ
て
、
農
場
の
充
実
を
図
っ
た
こ
と

で
す
、

　

市
農
場
こ
そ
は
、
農
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

大
野
市
の
商
工
業
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、
こ
の
商
工
業
の
衛
星
圏

と
な
っ
て
い
る
田
園
を
豊
か
な
も
の

に
し
、
経
済
力
の
あ
る
農
業
と
、
さ

ら
に
豊
富
な
資
源
の
生
産
地
と
し
、

農
産
物
に
よ
る
加
工
工
程
を
増
し
て

工
業
化
す
る
こ
と
が
、
大
野
市
全
体

の
発
展
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
高
度
な
農
業
経
営

に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
機

関
に
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
農
場
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
作
業
の
余
暇
が
あ
り
ま

し
た
ら
市
農
場
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い

どうぞ

五箇公民館へ
九
頭
竜
川
の
景
勝
地
、

西
脇
原
第
一
発
電
所
付

近
に
造
ら
れ
て
い
る
五

箇
公
民
館
を
、
七
月
一

日
か
ら
観
光
客
や
一
般

の
方
々
に
も
開
放
し
て

吊
谷
美
を
観
賞
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

公
に
戌
館
の
広
間
や
小
室
で
弁
当
を

使
い
な
が
ら
、
九
頭
能
峡
の
涼
味
と

観
光
と
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
写
真
は
五
内
公
民
館
附
近
の
奇
岩
）

圃靉灘

七
月
の
病
害

○
小
粒
菌
核
病

菌
核
の
形
で
刈
株
又

は
田
圃
で
越
年
し
、

本
病
は
七
月
下
旬
？

八
月
上
旬
に
摂
氏
三
〇
度
前
後
の
気

温
か
続
く
と
感
染
率
が
多
く
又
生
育

中
か
ん
ば
つ
等
で
衰
弱
し
た
稲
は
本

病
の
発
生
が
多
い
。
低
湿
地
に
発
病

し
易
い
。
七
月
盆
過
ぎ
と
二
十
五
日

頃
の
二
回
湛
水
し
た
ま
ま
株
際
に
セ

レ
サ
ン
石
灰
を
散
布
す
る
と
著
効
が

あ
る
。

○
紋
枯
病
刈
取
り
の
際
、
落
ち
た

菌
核
は
そ
の
ま
ま
田
圃
で
越
年
す
る

翌
年
本
田
で
稲
茎
の
水
際
に
附
着
し

菌
糸
を
出
し
て
葉
ざ
や
の
表
面
を
は

い
上
り
、
裏
側
か
ら
侵
入
発
病
す
る

七
～
八
月
頃
気
温
が
摂
氏
三
〇
度
内

外
で
高
温
の
年
に
発
生
が
多
い
。
湿

田
に
少
く
乾
田
に
多
い
傾
向
か
お
る

七
月
上
旬
発
病
の
初
期
に
落
水
し
て

モ
ン
ゼ
ツ
ト
粉
剤
を
株
元
に
散
布
す

る
。
○
い
も
ち
病
（
穂
く
び
、
枝
梗
、
護

頴
）
被
害
藁
、
籾
等
の
組
織
内
で
菌

糸
の
状
態
で
越
年
し
、
翌
春
温
度
二

二
～
二
三
度
内
外
に
己
し
湿
度
九
〇

％
以
上
な
る
と
活
出
を
開
始
し
、
菌

糸
よ
り
胞
子
が
形
成
さ
れ
る
が
、

夜
間
十
一
時
か
ら
翌
朝
六
時
頃
ま
で

の
無
風
の
静
夜
に
最
も
よ
く
飛
散
し

水
滴
を
得
て
発
芽
す
る
と
そ
の
先
端

に
附
着
器
を
作
っ
て
侵
入
す
る
。

普
通
野
外
で
は
三
～
五
日
の
潜
伏
期

を
経
て
発
病
す

る
。
斯
く
繁
殖

を
繰
返
し
出
切

後
は
穂
顕
、
節

枝
梗
等
に
侵
入

被
害
を
す
る
。

葉
い
も
ち
の
発

生
が
多
い
年
は

当
然
穂
く
び
い

も
ち
等
も
発
生

が
多
い
。
多
肥

特
に
追
肥
の
や

り
過
ぎ
は
穂
く

び
、
枝
梗
い
私

ち
の
発
生
を
多

く
す
る
。
早
稲

の
場
合
七
月
下

旬
、
出
穂
前
と

穂
㈲
期
の
二
回

有
機
水
銀
剤
を
散
布
す
る
。
天
候
不

良
の
年
、
窒
素
過
用
の
川
で
は
出
秒

後
の
散
布
も
是
非
必
要
で
あ
る
。

平
沢
試
験
地
で
の
客
土
効
果
（
生
育
調
査
表
）

試験区名 区番号
　6月10日　・」－
草丈C翔函数本

6月25日

草丈C�｜茎数本

ろOm3区
6 ろ4．2 16．ろ 46．ろ ろろ．2

12 ろ2．4 19．1 46．2 ろ6．2
平均 ろろ．ろ 17．7 46．ろ ろ4．7

257713区
7 ろ1．7 18．9 46．7 ろin
12 ろ2．ろ 16．Z 46．1 ろ5．9
平均 ろ2．0 17．8 46．4 ろ6．8

207713区
8 ろ2．8 16．8 45．ろ ろろ．7
1ろ ろろ．0 15．7 44．0 ろ2．6
平均 ろ2．9 16．ろ 44．7 55．2

15�3区
9 ろ1．5 17．9 45．8 ろ6．0
14 ろ1．8 15．1 4ろ．9 ろろ．2
平均 ろ1．Z 16．5 44．9 ろ4．6

0

10 ろ2．7 15．6 45．4 ろろ．ろ
15 ろろ．2 14．9 4ろ．1 ろ0．8
平均 ろろ．0 15．ろ 44．ろ ろ2．1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
－
i

‘
一
一
ダ
一
4
心
一
‥
・
拝
．

〔
中
旬
〕
梅
雨
は
十
日
頃
明
け
始
め

ま
す
の
で
、
夏
型
の
回
天
が
多
く
、

気
温
は
平
年
よ
り
高
め
で
、
雨
量
は

平
年
よ
り
や
や
少
い
で
し
ょ
う
。

　

〔
下
旬
〕
大
平
洋
の
高
気
圧
に
覆
わ

れ
て
哺
天
が
多
く
、
気
温
は
平
年
並

か
、
や
や
高
目
で
、
月
末
頃
は
一
時

低
目
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

〔
八
月
上
旬
〕
前
半
は
晴
天
が
多
い

見
込
で
す
。
比
較
的
暑
い
9
天
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
流
行
の
季
節

恐しい小児マヒ

　

市
内
に
は
小
児
マ
ヒ
の
た

め
に
身
9
障
害
者
に
な
っ
た

方
が
七
十
数
名
も
あ
り
ま
す

今
年
に
な
っ
て
か
ら
も
す
で

に
七
ち
も
の
疑
い
の
あ
・
る
1

者
が
出
ま
し
た
。

　

急
に
三
九
度
？
四
○
尨
の

熱
が
出
て
頭
痛
や
四
肢
の
い

た
み
、
背
の
の
た
み
を
訴
え

時
に
は
下
痢
を
お
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
医
者
に

診
て
い
た
だ
き
早
く
処
置
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
治
療
の
時
期
を
失
う

と
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

凛頌で劣方ヤ甘言

　

国
保
窓
口
払

　

は
順
調
に
行

　

わ
れ
て
い
る

　

か
（
問
）
五
月
一

　

日
か
ら
国
医

　

の
一
部
負
担

金
が
窓
口
払
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど

の
程
度
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

（
答
）
診
療
費
の
半
額
が
窓
口
払
に

　

変
っ
て
か
ら
非
常
に
心
配
し
て
い

　

ま
し
た
が
、
被
医
険
者
各
位
の
御

　

理
解
と
療
養
批
当
者
（
病
院
、
医

　

院
）
各
位
の
御
努
力
に
ょ
っ
て
予

　

想
以
上
に
ょ
い
成
績
で
納
め
ら
れ

　

て
い
ま
す
。
し
か
し
昔
な
が
ら
の

　

掛
売
、
節
季
払
な
ど
の
皿
習
が
残

　

つ
て
い
て
、
満
足
な
状
態
と
は
申

　

せ
ま
せ
ん
、
今
一
つ
皆
さ
ん
の
御

　

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

未
収
金
の
処
置
は
ど
う
す
る
か

（
問
）
窓
口
支
払
い
を
怠
っ
た
場
合

は
、
ど
う
な
る
の
で
す
か

　

（
答
）
こ
の
窓
口
払
い
が
完
全
に
励

　

行
さ
れ
る
か
否
か
は
、
国
保
事
業

　

の
消
長
に
及
ぼ
す
問
題
で
す
か
ら

　

極
め
て
重
要
な
事
務
の
一
つ
で
す

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
診
療
を
う
け

　

た
月
の
二
ヵ
月
後
に
な
っ
て
も
尚

　

支
払
い
が
終
っ
て
い
な
い
場
合
は

　

そ
の
滞
納
金
に
つ
い
て
納
入
通
知

　

書
を
発
し
て
市
へ
納
入
し
て
い
た

　

だ
く
よ
う
手
続
き
を
し
ま
す
。
そ

　

れ
で
も
な
お
納
付
し
て
い
た
だ
け

　

な
い
と
き
は
、
一
般
の
税
金
の
滞

　

納
と
同
じ
よ
う
に
強
制
処
分
が
で

　

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
結

　

局
、
徹
底
し
た
医
療
制
度
の
恩
恵

　

に
浴
す
る
た
め
に
は
自
己
負
担
金

　

も
完
納
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

声

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
は

プ
ル
の
通
行
は
困
る

　

く
た
ま
た
ま
美
し
く
舗
装

れ
た
銀
座
通
り
を
通
る
と
、
ブ
片
ト

ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
ア
7
フ
ァ
ル
ト
の

上
に
深
い
凸
凹
の
跡
が
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
と
く
に
梅
田
雑
貨
店
の
前

あ
た
り
、
平
和
台
パ
チ
ン
コ
屋
の
附

近
に
は
ツ
メ
跡
が
も
の
す
ご
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　

美
し
く
舗
装
さ
れ
た
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
も
、
こ
れ
で
は
メ
チ
ヤ
ク
チ

ヤ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
運
転
手
の
反
省
と
、
係
員
は

ア
7
フ
ァ
ル
ト
舗
装
足
の
通
行
制
限

を
要
望
し
ま
す
。
（
銀
座
通
ｓ
生
）
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